
令和６年度　自己評価書

学校名

1 本年度の重点目標

2 自己評価結果

大項目 中項目

教育課程の
状況

Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

生徒指導の
状況 Ａ Ａ

人格的発達
のための指
導状況

Ａ Ａ

就職・進学
指導の状況 Ａ Ａ

地域・企業
との連携状
況

C Ｂ

その他

健康指導 Ａ Ａ

心の病気
への対応

Ｂ Ｂ

信頼され
る学校づく
り

Ａ Ａ

組織運営 Ａ Ａ

教職員の
資質向上 Ａ Ａ

次年度以降の目標設定等に反映させる自己評価結果及びその改善方策事項

北海道苫小牧総合経済高等学校　

楽しいと思える学校づくり～高校３年間でしか経験できない教育活動の充実～

・未然防止、早期発見に向け、生徒情報の把握、提供、共
有に取り組んだ。（学校評価アンケートで肯定的な評価の
結果が80％であった。）
・授業をはじめ、特別活動や部活動等をとおして、積極的
に生徒に声掛けに取り組んだ。（学校評価アンケートで肯
定的な評価の結果が90％以上であった。）

・生涯に渡って学ぶ意欲や働く意味について理解を深める
教育活動の実践に取り組んだ。（学校評価アンケートで肯
定的な評価の結果が70％であった。）
・授業や面談等を通して適性を見極め、多様な進路情報
の提供とアドバイスを行った。（学校評価アンケートで肯定
的な評価の結果が80％であった。）

・服務規律、危機管理を意識し校務に当たった。。（学校評
価アンケートで肯定的な評価の結果が100％であった。）
・教職としての知識技能を求め、実践を積み重ねながら教
育活動の充実に生かした。。（学校評価アンケートで肯定
的な評価の結果が90％以上であった。）

各教科の状
況

・進路シラバスに基づき、進路
指導部と学年との連携を密に
し、３年間を見据えた系統立て
たキャリア教育の推進を図る。
・進路指導部、家庭や関係団
体等との連携を深めながら組
織的な進路指導の充実を図
る。・進路指導部、家庭や関係団体等との連携を深めながら

組織的な進路指導を実現することができた。（学校評価ア
ンケートで肯定的な評価の結果が40％以上であった。）

・生命尊重や健康・安全に対する習慣と態度を高めさせる
指導に取り組んだ。。（学校評価アンケートで肯定的な評
価の結果が90％以上であった。）
・講演、訓練、特別活動等を通して、意識を高める指導に
取り組んだ。。（学校評価アンケートで肯定的な評価の結
果が80％であった。）

・緊急時の対応について、マ
ニュアルの再確認、校内研修
による知識技術の習得を図
る。
・引き続き、北海道アクションプ
ランに沿った取組の推進を図
る。

・指導内容やねらいを明確化し、目標に応じた指導の確立。
・課題設定や整理分析、まとめなどの学習活動の実践。
・適切な目標設定のサポートや自己決定の機会の提供、結果に対する責任の取り方等の指導の確立
・授業及び面談等を通して生徒を見極め、多様な進路情報の提供とアドバイスの推進
・共通理解のもと、目標の実現に向けた教育活動の実践
・学校ウェブ等を活用した情報発信及び外部関係機関との連携と実践
・課題解決に向け職員間での対話量を高めながら、他分掌等、学校運営に関わる業務内容の理解の深化。

・教育相談体制の充実を図りながら、健康意識を高めさせ
る指導に取り組んだ。（学校評価アンケートで肯定的な評
価の結果が約70％であった。）

小項目

達成
状況

取組の
適切さ

今後の改善の方策
評価項目・指標等

・習得した知識等はシラバスで示した目標に照らし十分で
あり、生徒の内発的動機付けに工夫を凝らした授業と学
習評価への取組を行っている。（学校評価アンケートで肯
定的な評価の結果が約70％であった。）

健康・安全
指導

・心の相談委員会の充実
・教育相談体制の確立を図る。
更なる生徒理解のため、日常
的な相談体制の充実。

進路指導

・共通理解のもと、目標達成に向けた教育活動を実践し
た。（学校評価アンケートで肯定的な評価の結果が約80％
以上であった。）
・学校ウェブや通信等を活用した情報発信及び外部機関
との連携を実践した。（学校評価アンケートで肯定的な評
価の結果が70％であった。）
・評価から授業や業務等の改善に取り組んだ。（学校評価
アンケートで肯定的な評価の結果が90％以上であった。）

・課題解決に向け職員間での対話量を高めながら、他分
掌等、学校運営に関わる業務内容を理解できている。（学
校評価アンケートで肯定的な評価の結果が80％以上で
あった。）

・生徒の学習内容や活動等の
積極的な情報の発信の強化を
図る。

・各種規程等の積極的な見直
しを推進する。

学校運営

・課題の設定、整理分析、まとめなどの学習活動を実践す
ることができた。（学校評価アンケートで肯定的な評価の
結果が80％であった。）

・生徒の内発的動機付けに工
夫を凝らした授業と学習評価と
なるよう校内研修の機会を設
け、研鑽を図る。

教育課程・
学習指導

生徒指導

・各教科の指導内容・ねらいを明確化し、目標に応じた指
導が行われた。（学校評価アンケートで肯定的な評価の結
果が80％以上であった。）

・適切な目標設定のサポートや自己決定の機会の提供、
結果に対する責任の取り方等について指導を行った。（学
校評価アンケートで肯定的な評価の結果が80％であっ
た。）

・基本的生活習慣の確立と安
全教育の充実を図る。
・教職員の共通理解、共通実
践による生徒指導の充実を図
る。
・日常の取組の中で生徒、保
護者との信頼関係が構築でき
るよう、定期的な面談を実施す
る。
・より組織的な教育相談の充実
を図る。


